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両端固定支持された鉄筋コンクリート梁部材のせん断耐力算定式の 

実験データベースを用いた再評価 

維持管理工学研究室 中加夏実 

1. はじめに 

せん断破壊は脆性的であり，鉄筋コンクリート

（RC）構造物において回避すべき破壊モードであ

る。土木分野では単純支持 RC 梁部材を対象とし

た設計式が，建築分野では両端固定支持 RC 梁部

材を対象とした設計式が採用されている。しかし，

鉄道高架橋などの土木構造物には両端固定支持条

件を有する部材も多く，単純支持梁とは異なる耐

荷機構を示すことが指摘されている。また，せん

断耐力はせん断スパン比に依存して変化すること

が知られているが，両分野の算定式を横断的に整

理した研究は存在するものの，その適用性を体系

的に評価した研究は依然として限定的である。 

そこで本研究では，両端固定支持 RC 梁部材の

実験データベースを作成し，土木・建築両分野の

せん断耐力算定式を比較・検証することで，より

実用性の高い算定式の提案を目的とする。 

2. 既往のせん断耐力算定式の概要 

 せん断耐力算定式の評価にあたり，本研究では

7種類の既往の算定式を対象とする。なお，各算定

式の詳細については参考文献を参照されたい。 

2.1 単純支持部材（土木）1) 

𝑉𝑦𝑑 = 𝑉𝑐𝑑 + 𝑉𝑠𝑑 (1) 

𝑉𝑐𝑑：せん断補強筋以外による設計せん断耐力，

𝑉𝑠𝑑：せん断補強筋による設計せん断耐力 

2.2 単純支持部材（土木）1) 

𝑉𝑑𝑑 = (𝛽𝑑 + 𝛽𝑤)𝛽𝑝 ∙ 𝛽𝑎 ∙ 𝛼 ∙ 𝑓𝑑𝑑 ∙ 𝑏𝑤 ∙ 𝑑 𝛾𝑏⁄ (2) 

2.3 両端固定支持部材（建築・平均）2) 

𝑉𝑚𝑒𝑎𝑛 = {
0.068(100𝑝𝑡)0.23(𝑓′𝑐 + 18)

𝑀 (𝑄𝑑)⁄ + 0.12
+ 0.85√𝑝𝑤𝑓𝑤𝑦} 𝑏𝑤𝑗 (3) 

2.4 両端固定支持部材（建築・下限）2) 

𝑉𝑚𝑖𝑛 = {
0.053(100𝑝𝑡)0.23(𝑓′𝑐 + 18)

𝑀 (𝑄𝑑)⁄ + 0.12
+ 0.85√𝑝𝑤𝑓𝑤𝑦} 𝑏𝑤𝑗 (4) 

2.5 両端固定支持部材（鉄道）3), 4) 

𝑉𝑎𝑠𝑢𝑑 = 𝑉𝑜𝑑 + 𝑉𝑠𝑑 (5) 

𝑉𝑜𝑑：せん断補強筋以外による設計せん断耐力，

𝑉𝑠𝑑：せん断補強筋による設計せん断耐力 

2.6 単純支持部材（複数の算定式構成）5) 

𝑉𝑢𝑑 = max(𝑉𝑑𝑑 ,  𝑉𝑦𝑑) (6) 

2.7 両端固定支持部材（複数の算定式構成）3), 4) 

𝑉𝑢𝑑 = max(𝑉𝑎𝑠𝑢𝑑 ,  𝑉𝑦𝑑) (7) 

3. 実験データベースの作成 

 本研究では，1980 年から 2023 年までに発表さ

れた既往研究のうち，両端固定支持された矩形断

面 RC梁部材のせん断耐力に関する 56編の実験研

究を対象とした実験データベースを作成し，合計

301 体の試験体を収録した。ただし，算定式の適用

に必要な情報が不十分な文献，軸力が作用する試

験体，および補修・補強が施された試験体は検証

対象から除外している。 

 実験データベースの特徴として，高強度材料を

用いた試験体のデータが充実しており，主要なパ

ラメータがいずれも広い範囲に分布している点が

挙げられる。 

4. せん断耐力算定式の精度検証 

4.1 式の提案 

 本研究では，既往の算定式に加えて新たに提案

した式(8)を含む，計 8 種類の算定式を対象として

精度検証を行う。提案式(8)は，式(2)および式(5)に

よる算定値を用いて構成されている。 

𝑉𝑛𝑒𝑤 = max(𝑉𝑑𝑑 , 𝑉𝑎𝑠𝑢𝑑) (8) 

 これらの算定式の評価には，せん断耐力の実験

値を算定値で除した値（耐力比）を用い，その値が

1.0 に近いほど算定精度が高いと判断した。また，

実験結果との整合性を直接比較するため，設計式

に付加された安全率を除去した算定値を用いた。 
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4.2 実験データベースを用いた精度検証結果 

 表-1に各耐力比の詳細を，図-1に各耐力比のヒ

ストグラムを示す。 

表- 1 各耐力比の詳細 

 平均 最大 最小 標準偏差 ±20%以内 

式(1) 1.45 6.04 0.43 0.637 27.6% 

式(2) 1.23 3.00 0.36 0.494 43.5% 

式(3) 1.28 2.74 0.47 0.412 38.9% 

式(4) 1.48 2.99 0.54 0.453 26.9% 

式(5) 1.03 2.03 0.35 0.304 56.1% 

式(6) 1.04 2.09 0.36 0.304 55.5% 

式(7) 1.03 2.03 0.35 0.304 56.1% 

式(8) 0.97 2.03 0.35 0.278 54.8% 

 

  

単純支持：式(1) 単純支持：式(2) 

  

両端固定支持：式(3) 両端固定支持：式(4) 

  

両端固定支持：式(5) 単純支持：式(6) 

  

両端固定支持：式(7) 提案式：式(8) 

図- 1 各耐力比のヒストグラム 

 単一の算定式(1)~(5)を用いた場合には，適用条

件によって実験値との乖離が大きくなる傾向が見

られたのに対し，複数の算定式のうち最大値を採

用する式(6)~(8)では，条件に依存した傾向が抑制

され，実験結果との整合性が相対的に高いことが

確認された。 

一方，式(8)において採用される算定式の内訳を

分析した結果，主要なパラメータが算定式の選択

に及ぼす明確な影響は認められなかった。 

5. 結論 

 本研究で得られた知見を以下に示す。 

(1) 本研究の提案式を含む 8 種類のせん断耐力算

定式を比較・検証した結果，複数の算定式を組み

合わせた構成が，単一の算定式に比べて高い算定

精度を示すことが確認された。 

(2) 両端固定支持部材に適用可能な提案式(8)は，

耐力比の平均値が 0.97 であり，±20%以内に収ま

る試験体の割合が約 55%を占め，実験結果との整

合性が高いことが示された。一方，単一パラメー

タのみでは式(8)による耐力比のばらつきを十分に

説明できないことが明らかとなった。 

 以上より，両端固定支持 RC 梁部材のせん断耐

力算定においては，単一の算定式・パラメータに

よる精度向上には限界があり，算定式の構成や組

み合わせが重要であることが示された。今後は，

複数因子の影響を統合的に考慮したモデル化を行

うことでさらなる精度向上を目指す。 
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